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療
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ヽ
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９
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・
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催
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先日は釧路での全道集会に始めて参加しました。

あ４“なろ会の分科会は特に種々な難病をおもちの方で
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が
と
す
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で
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の
も
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き
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冶
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も
ら
因
知
原
し
に
少
た
て
今
っ
ら
な
か
に
な
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最
あ
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が
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史
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歴
の
も
私
上
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で
以
す

中
限
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の

そ
は
う

　

実
い

　

今４入程の仲間達が、世に訴えで一日も早い原因の究明と治
療肇の間発等をお願いしています。

に
ま
ら
化

後
り
・
か
硬

院
お
分
索

退
て
が
劃

　

ヽ
れ
た
縮

し
わ
し
委

院
言
ま
筋

人
と
け
に

月
症
受
月

ヶ
遺
も
７

３
後
査
年

け
の
検
１

受
後
で
６
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と
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落
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ヽ
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湛
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・
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Ｏ
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４
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Ｏ
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華
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０
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２
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燥
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皆さん体調悪くなりませんでしたか、地元で集会
、いろいろな人達と合い、悩みごとなど話し合う
楽しい一日を過ごす事が出来て良かったです。
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台
っ

あ
望
か

が
展
強

会
原
心

概
湿
け

　

て
行

したら是非、またやって欲
始めて行き、すばらしい景
。

　　

でも、あまり時間が

い
な
く

し
色
な

　

交流会では、病気は違っても皆明るく元気、
体に良い事は色々と行ない、なんとか良くなり
も同じ、他に腹式呼吸、ラジオ体操などしてい

で
年
び
ヽ
椅

た
３
た
作
車

っ
５
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ヽ
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じ
私
同
は
は
ち
と
持
こ
気
゜

る
い
す

や
た
ま

な
ヽ
ヽ
い

々
り
庫
て

色
わ
麻
っ

で
代
れ
な

ま
は
び
に

れ
薬
し
活

そ
み
の
生

釧路に釧路に神経内科の

す
顧
で
お
い
て
た
ね
い
さ
ら
か
も
う
て
よ

　

っ
す
作
く
も
無

゜
一
も
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姉も病人毎日の生活に介助が必要で、

医療自己負担となるとお金がかかり困ります。
私は特定疾患認定証を受け医者にかかれますが
ると、私たちは特殊な薬を飲んでいるので、と
り大変です。
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私ですが、皆さんこれからもよろしくお願いいたします。
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が
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ヽ
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ヽ
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縮
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。
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当
も
本
の

　

ヽ
た

は
し
に
ま
方
来
≒

様
出
ノ

皆
が
・
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家お座敗列車の車内で団ら

の旅を楽しむ白鳥さんー

　

遡
東
に
生
息
す
る
大
き
な
ク
チ
パ
シ
の
美
し
い
鳥
、
エ
ト
ピ
リ

カ
．
チ
″
１
夕
１
し
た
列
車
を
r
i
£
ｍ
列
Ｅ
t
－
エ
ト
ピ
リ
カ
弓
」

と
名
づ
け
、
難
肉
愚
者
と
家
族
．
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
ら
計
四
百
人
が

札
幌
．
旭
川
、
函
館
か
ら
東
り
込
ん
べ
釧
路
巾
で
こ
の
ほ
ど
開

か
れ
た
「
第
十
四
回
贈
卿
際
者
・
障
害
者
と
家
族
の
全
章
集
会
」

に
参
加
す
る
た
め
、
章
皿
問
蕭
が
初
め
て
列
m
m
i
立
て
て
挑
戦

し
た
大
か
か
り
な
ツ
ア
ー
は
一
入
の
事
故
も
な
く
、
無
事
に
日
程

き
」
な
し
た
皿
鍔
皐
看
に
大
.
U
M
n
m
m
K
ｙ
*
　
ｓ
:
車
の
中
に

は
話
に
花
を
咲
か
せ
、
窓
の
蒙
ｅ
を
眺
め
、
お
東
早
を
ほ
お
ぱ
る

ｍ
者
た
ち
の
は
ず
ん
だ
表
情
が
あ
っ
た
．

ｊ∂

タ？・ﾉ

初
ツ
ア
ー
大
き
な
自
信

　

お
座
敷
列
申
の
畳
で
、
札
晩
巾

南
区
の
白
鳥
藤
夫
さ
ん
（
ａ
ｏ
）
一
家

五
人
が
く
つ
ろ
い
で
い
た
．
長
男

の
克
己
君
（
‘
ｏ
Ｔ
真
駒
内
賛
観
孚

校
筋
問
部
・
小
孚
校
四
年
Ｉ
は
染

t
m
m
篇
の
希
の
勣
網
″
｀
．

　

幼
児
ほ
ど
の
体
格
し
か
な
い
克

己
君
は
、
忍
き
て
歩
く
こ
と
も
、

合
ｆ
t
i
m
す
こ
と
も
で
き
な
い
．

け
れ
ど
も
初
め
て
家
族
み
ん
な
の

列
車
旅
行
を
喜
ん
で
い
る
の
が
、

手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
．
時
々

手
か
節
ぱ
し
て
歎
声
か
Ｔ
ぽ
る
．

□
も
と
が
笑
っ
て
い
る
．

　

一

　

『
車
で
は
家
家
全
員
で
出
か
け

ら
れ
な
か
っ
た
．
お
麿
歌
列
車
な

ら
克
己
も
恵
れ
て
行
け
る
．
一

生
の
思
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う
」

と
ｍ
ｍ
の
順
子
さ
ん
(
”
■
ｒ

　

釧
路
で
集
魯
を
開
催
す
る
の
は

初
め
て
．
列
車
は
旭
川
'
　
ｅ
啼
Ｖ

團
館
か
ら
発
Ｓ
し
た
．
旭
川
か
ら

六
時
間
半
、
札
幌
か
ら
七
胃
岡

一
函
館
か
ら
は
十
爵
間
も
の
長
旅

だ
．
お
座
取
列
車
の
チ
ャ
ド
タ
ー

は
'
　
M
m
の
遭
難
阿
房
が
Ｂ
'
５
Ｇ

注
康
を
払
っ
た
医
康
体
制
の
Ｉ

難病患者と家族の全道集会
｢希望列車・エトピリカ号｣

r
具
合
が
尽
く
な
っ
た
Å
が
い

つ
で
も
観
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た

ほ
か
、
医
師
、
看
麟
婢
、
保
－

な
ど
の
眼
一
ス
タ
タ
フ
ナ
ｓ
人
が

圃
i
ｒ
体
の
不
・
脚
｛
｀
人
の
な
め

に
洋
式
ポ
ト
タ
７
ル
ト
イ
レ
を
ニ

カ
所
に
吸
Ｍ
し
、
悒
¶
馴
も
持
参

じ
″
｀
．

　

ま
た
、
賦
料
水
の
な
い
≪
i
ｓ
ａ

の
列
申
し
か
師
珊
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
タ
ン
ク
に
飲
み
ボ
ｔ
晒
め

て
績
ん
だ
一
申
内
で
羅
良
の
弁
当

を
配
布
し
た
あ
と
、
食
世
二
十
分

を
見
は
か
ら
っ
て
、
筒
を
飲
む
た

i
i
V
＊
＊
Ｗ
”
Ｖ
ｆ
ｔ
ぐ
筒
W
S
S
i
で

臨
ん
べ

　

白
鳥
さ
ん
だ
け
で
は
な
い
．
列

申
の
中
老
駆
け
ま
わ
る
心
臓
病
の

女
の
子
「
十
五
年
ぶ
り
に
ｔ
車
に

乗
っ
た
ん
で
す
J
と
感
m
曝
さ

な
い
申
イ
ス
の
男
性
．
そ
れ
ぞ
れ

に
、
エ
ト
ピ
リ
カ
号
に
託
し
た
希

貿
が
実
を
結
ん
だ
．

　

九
日
の
全
体
集
会
の
基
屑
報
告

で
、
道
皿
同
車
の
伊
騨
た
て
お
専

殤
堰
事
は
『
四
十
八
牢
二

肉
毒
略
成
時
．
鼻
の
内
の
輿
気
と

外
の
黛
気
は
導
１
一
息
外
へ
出

る
勇
気
ｆ
ｔ
t
≪
-
≫
Ｏ
｡
　
Ａ
Ｊ
ｇ
≪
)
＆
£
>

な
聊
冲
が
、
こ
の
日
の
県
費
に
贋

一
れ
て
い
る
と
B
5
＾
J
と
爾
゜
“
｀
’

一
９
　
訃
斡
Ｈ
Ｍ

ん
の
ひ
と
罪
2
1
1
で
し
ひ
Ｉ
一

：
>
t
Ｊ
Ａ
ｉ
ｙ

　

i
r
ｉ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ｗ
ｒ
ｎ
世
が
Ｉ
・

一

多
い
．
に
も
か
か
｀
χ
ｆ
、
Ｉ

Ｉ
（
に
ｙ
ん
）
珊
脅
ｔ
Ｉ
辱
・
齢
曹

爽
負
擲
Ｕ
の
り
に
異
[
Ｃ
Ｓ
≫
Ｈ

う
1
／
財
ｍ
難
i
m
し
i
a
m
m
.

－
い
‘
Ｑ
．
『
Ｉ
く
の
λ
｀
Ｑ
６
｀
応

に
’
令
数
Ｌ
が
襲
レ
な
り
れ
ぱ

な
ｏ
t
＊
い
Ａ
Ｊ
Ｓ
Ｔ
≪
ｉ
３
'
≪
Ｗ

と
章
康
に
筒
す
る
蒙
吟
・
帛
し
て

は
な
ら
な
い
は
ず
な
の
に
』
と
伊

　

●

～

　

『
こ
の
ぶ
フ
な
大
き
i
m
ｓ
m

み
は
‘
？
コ
で
き
な
い
か
４
>
し
れ
な

い
』
と
還
一
病
遵
．
碕
か
に
方
全

の
Ｉ
爾
、
塚
Ｓ
体
鯛
、
ボ
ラ
ン
テ

ｆ
ｌ
ｌ
＆
ｌ
ｉ
″
‘
、
‘

そ
れ
ら
ｔ
確
保
で
Ｉ
ぐ
ら
い
の

Ｉ

ま

－

な
が
る
り
だ
．
『
少
皿
』

t
j
耳
奔
爾
け
る
行
取
の
爽

改
め
て
！
２
｀
い
．



成田さん（天庖癒）帯広市

　

役員の方々いつもご苦労さまです、出席できないのが残念です。

　

帯広の天候はちょつと寒いですが、全道集会で皆さんIとお会い=する

　

のが楽しみです。

　

都合で総会に出席でぎませんが、本当に申し訳

　

ありません。

鈴木さんく大動脈炎症候群）旭川市

　

毎度欠席で御許し下さい、皆さま楽しく総会を過ごせます事を御祈

　

りして居ります。

　　

皆様によろしくお伝え下さい。

橋本さん（尿崩症）美唄市

　

畏い問自分なりに考えて、無理をしないよよう、筧ままな生活をして

　

いればと思い、毎日過ごしています。

　

私の鳩合は、牌行は苦しみになりつらいです。

足立さん（虚血性心筋症｡）函餓市

　

総会の御連絡を承り、誠にあ､りがとうございました。虚血性心筋症

　

と診断きれ３年３ヶ月、心臓移植しか助かる避のないこの病気にな

　

りながら｡も今日まで、生き抜いてきました。

　

皆様といっしょになって、難病の人と手を取って活躍｡したいのです

　

が、病気が病気だけに思うようにならないのが残念です。

　

体調をととのえて、次の機会には必ず参加します。

　

総会の大成功を御祈りします。

　　　

‘

矢作さ･心（筋委縮性側策硬化症）室蘭市

　

現在、患者本人か入院中のため参加できません。

　

＊病院名が書いていませんが、室蘭市立病院でしょうか？

庄司さん（橋本病）伊達市

　

７月５一日は胆振、渡島管内の母子審婦研修会かと当地で間催さ･れ、

　

約３００名の方が見えられます。

　

私は事務局なので総会には残念

　

ながら欠席いたします。

　

皆さんも。私も大切な人生ですので、晴の日も風の日もそれなりに

　

鼠かな２４時間を過ごしたいですね。

　

また、逢う日までお元気でね。

古川さん（嶋本病）伊達市

　

出席できず、残念でございます。

　　　　　　　　　　　　

。

　

皆様とも御逢いしたかったのでございますが、余り休の調子も良く

　

ありませんので。

　

あすなろ会の皆様も、どうぞお体に注意下さいますように･。

　

これから暑くなりますが、私にとって暑くとも又寒ミしも本当に辛

　

いです。

菊地さｋ（慢性肝炎）伊達市

　

毎度、通伝を送り下さり有り難うごさせいます、

関山さ沁（気管支嶋附北広島

　

出席できず、残念です。

波多野さ沁

　

くサルコイドーシス）士帆町

　

出席できず、残念です。



第１５回あすなろ会定期総会

　　

欠席者からのお便り
杉山３ん（大動脈炎症候群）

い
お
総
仕
き
い

札観市

て
男
し
も

し
体
ま
日

ま
た
い
当

き
し
思
ヽ

だ
定
と
て

た
安
ば
し

い
は
れ
ま
『
‘

り
月
け
り

送
６
な
お

お
｀
し
て

を
５
席
っ

報
で
出
た

会
様
も
当
・

も
げ
に
に
す

つ
か
会
事
ま

ありがとうございます。
で過ごしています。
たが、日曜日は大体休めない
残念ながら､失礼させていただ

つもお世話になるばかりで心苦しいのですが、よろしくお願い

申し上げます。

加藤さμ

　

役員の

　

露会当

　

身体は

　

どうぞ

皆
日
疲
身

（術本病）札幌市

様お世話になって
は

れ

体

や

を

私
す
大

用

く

切

が

に

あ

す

な

り

ぐ

さ

ま

に

つ

鳴海さｋ（賢助会員）札榎市

機厠麓「あす
会報の尭行に
苦労様です．

お

す

横

て

り

の

に

下

ま

で

な

さ

す。
申し
りた
いま

ま
お
き
て
頂
っ
り
さ
送
な
お
労
を
苦
Ｊ
ご
ろ
変
な
大

故夫か元気でおり

訳

い

せ

ご

と

○

す
も
ま
様
し
皆
席
が
欠
す
が
で
ん
頃
せ
の
ま
此
い
う
ざ
思

して有り麗うございます。
ります役員の皆様には本当にご

ましたら何かのお手伝いをと、思いますか今とな

iφ｡-よ一ｊｉＬ Ｉ･ ・。φ●・－ａ・　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
りましては何もご協力もできず、お許し下さいませ。

早μ さん （エヒノコヽンク症）厚岸町

　

ヽ
す
さ

が
ま
下

．
ん
り
で

せ
お
い

ま
て
お

き
し
て

で
に
け

席
み
つ

出
し
を

t
Ａ
楽
気

会
を
で

總
日
ま

期
る
路

定
き
釧

釧路での全避集会で皆様にお逢いで

い、お待ちしております．

田中さｋ（大動脈炎症候群）厚岸町

　

現在人院中のため欠席いたします。

　

末病院名が會いていませんが、道立釧路病院でしょうか？

上履きｋ（ギャランバレー症候群）釧路市

　

出席できませんが、皆さんどう･ぞよろしく。

三つ石さん（先天性厚硬化甲多発性－様鴫腫〉北見市

り
院
養
で
込
』
皆

あ
人
療
頼
し
ヽ

．
で
度
北
依
申
す

一
２
道
の
で
で

夕
間
立
ら
の
炎

ン
年
国
か
な
肝

セ
７
川
大
月
性

病
は
旭
医
８
膀

難
に
月
に
は

　

ヽ
大
７
日
き
・

は
医
・
８
行
す

日
川
た
月
路
ま

先
旭
ま
７
舗
め

がとうございました．

- - ・

ヽ
所
す
み
様

現在旭川沼崎病院は退院しま
（病院）に入院になります。

　

３
し

　

月
ろ

　

６
よ

。
は
に

し

こ

た

れ

が
は

ｏ日までか、今年はあきら

く。

　　　　　　

’

井.関さん（大動脈炎症候群）弟子屈●l

　

役員の皆様、いつも大変ご苦労さまです．釧路での全週集会の準備

　

を進めていますが、少ない会員の中で活動する人が限られてしまい

　

ますので、苦労します．

　

なんとか協賛広告も予定の額に這しました（ただし弟子屈だけの）

　

折角の総会の案内をいただきましたが、出席できません．

　

よろしくお願いします．

(判
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会
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ｋ
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てｊり（日）は全道一斉に街頭署名が行なわれ札幌は大通

て
か
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い
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金
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お

た
ら
し
か
ま
会
れ
ろ
さ
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施
す
・

実
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た

が
当
し

動
ヽ
で

運
が
ま

名
た
さ

署
し
労

頭
ま
苦

街
し
ご

に
加
も

斉
参
う

一
名
ど

道
Ｏ

全
７
・

ヽ
ノ
ら
た

日
か
し

ぐ
会
ま

日
部
し

７
各
加

２
は
参

月
区
が

９
地
名

る
幌
２

去
札
は

"

えぞ野草ほうじ茶
４５０円

難病連が人気に火をつけた

資金づくりに伝統の
海藻エキスクリームシャンプー

　　　　　　　　　

６００円

値下げしました。
カロリーカンバン

保温肌着、サポーターもよろしく



１

２

３

４

５

６

れ惰支９４鴎

難病患者、障害者と共に心暖まるクリスマスを

札幌地区第９回クリスマスパーティ

日時 昭和６２年１２月２０日（日）

１２：３０より１５：○○まで

会場、受付は３０分前より

アサヒビール百景園

　

豊平区平岸１条１８丁目天神山 a811-5191

会場への交通

　

地下鉄南北線

　

澄川駅、霊園駅よりタクシーにて一区同

陛度

　

なお、霊園駅より連絡バスがでます。

１１：４５より１２：１５まで

　

帰りは１５：３０発車予定

　

駐車場は完備しています。

会費

　

大人

　　　

3-300円

　

高校生

　　

2.500円

　

中学生

　　

2.000円

　

小学生

　　

1.５００円

　

幼児（3才吐）

　

５００円

（

（

（

（

主なプログラム

　

１）お楽しみ抽選会

　　　　

特等

　　　　

１等

　　　　

２等

　

２）チャリティカラオケ大会

３。

２．

１．

１．

　

（

0

０

5

５

5

○

○

０

０

０

Ｏ）

Ｏ）

Ｏ）

○）

0 )' Ｏ腰鑓吋･

刄･岑ｔさ４・ｉ

　　

石川（ワ目－ｃｉｑ６）

　　

白鰹.（名12-･4-S*r＼ )

　　　　　　　　

まご‘

　　　

ｌ曲につき１０００円を寄付していただきます。

　　　

出場ご希望の方は１２月１６日までに難病連事務局

　　　

クリスマス係まで、氏名、所属部会名、曲名等お申

　　　

込ください。

13）オークション

（７）



市広帯さｋ野一佐

ろです。

余
に
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ト
ー
ー
て
パ
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６
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子
す
す

め
で
・
だ
ま
で
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止
う
す
ん
い
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の
ま

　

を
よ
ま
生
て
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こ
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用
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い
れ
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き

日
て
ん
常
い
て
わ
学
い

今
っ
せ
の
て
っ
言
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昭和６２年１１月７

（財団法人）北海道難病連

　

個人参加難病患者の会
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ろ

　

会

　

会

　

長

　　

石

　

川

　　

実

プこJ Ｑ）まﾆi原頁t，･ヽ

すっかり日も短くなり、冷気が身にしむこのごろですが、いかがお過

ごしでしょうか。

皆様には、いつも私ども「個人参加難病患者の会あすなろ会」に対し、

ご支援・ご援助をいただき有り難うございます。

私たちは、さまざまな病気で永い間苦しんでいる患者やその家族が集ま

って手をとり合い、励まし合って病苦をと耽払い病に伴う困難を乗り越

て行くために「あすなろ会」をつくり患者活動を行なっております。

しかし、「あすなろ会」には、難病であるにもかかわらず、今だ国なり

、道なりの「特定疾患治療研究事業」の対象にになっていない患者が数

多くおり、経済的理由から病院へ行くのをためらう患者さんもおります。

「医療費抑制」によって、私たち患者・家族にも経済影響を与えており

ますが、せめて「心だけは難病にならないよう」がんばっております。

さて、私たちは今年も資金づくりとして「お正月飾り」の販売を実施し

ております。

この「お正月飾り」は、精神障害回復者の方々が社会復帰｡訓練として製

作しているものです。

皆様のご協力に心から感謝するとともに、よろしくご配慮のほどお願い

申し上げます。

タカタロダ海気為ｔづ一に御産触け
/
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書
籍
の
紹
介

薬害スモン全史‐第四巻総括篇－……………労働旬報社8.000円

公衆衛生実践シリーズ10「難病と保健活動」･‥医学書院2.200円
新年金早わかり読本……………………………主婦と生活社

　

900円

脳

　　

死（立花隆著）……………………中央公論社1.500円

家庭でできる椴能訓練（全７冊）……………保健同人社1.000円

リハビリテーション・シリーズ（全16冊）…保健同人社1.400円
新・年金早わかり読本…………………………主婦と生活社

　

980円

ジュリスト（増刊）総合特集

　　

日本の医療－これからー…………………有

　

斐

　

閣1.500円

医者と恵者と病院と……………………………岩

　

波新書

　

480円

医者からもらった薬がわかる本………………白

　

馬

　

出版1.80( 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’・

　

Ｊ－－

　

．皿i－日本医療の焦点…………………………………あけび書房

　

480円

技術進歩と医療費………………………………勁草書房7.300円
医療保障の経済学………………………………保健同人社2.500円

　　　　　　　　　　　　　　

㎜

　　　

--J四・･I--皿-二-アメり力の医療と看護－その光と影－………fl悳同人

アメリカの老人医療……………………………勁

･日本の病院－その歩みと問頭点－……………中
身体障害・難病百問百答………………………中

書
新
法

草
公
央

社2.200円
房2.600円
書

　

460円
規2.000円

自助具・介謹用具一老人と障害者のために一東京･都社協2.00( 円

福祉概器用品年鑑-1987-……………………時事通信社4.800円
フライ々リケアーからだの科学臨時増刊－…日本評論社1.800円

難病の海に虹の橋を……………………………労働経済社1.500円

21世紀―健康への展望－…………………メヂカルフレンド社4.000円
改訂医療福祉相談百問百答……………………中央法規2.0C 0円

編集人

　

財団法人北海道難病連稀少難病患者部会

あすなろ仝 石川笑

　　　　　

〒064札幌市中央区南4条酉10丁目雛病センター内

　　　　　

TEL (Oil) 512-3233

発行人

　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　　　

札幌市北区北30条西7丁目

　

神原義郎
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